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6. 中国東北部大豆遺伝資源の特性とその遺伝的多様性

（要約〕 中国吉林省農業科学院大豆研究所で保存している中国東北部の大豆遺伝資源のうち、調査した

計 3,012点の主要形質に関するデータベースを構築した。中国東北部大豆遺伝資源は、日本の大豆と DNA

レベルでも大きく異なり、また遺伝的多様性に富んでいる。

所属 1 国際農林水産業研究センタ ー• 生物資源部 I連絡先 I029(838)6305 

［具体的データ］

表 1 中国東北部大豆遺伝資源の主要特性

推進会

議名
l国際蔑林水産業 専門 I遺伝資源 対象 Iだいず 分類 I研究

供は数生育日数 伸百性

2001年 1012 平均 ：115. 3 有 ：159 
レンジ ：50-132半 ：126 
標侶 ：10. 1 無 ：727 

2002年 1500 平均 ：123. 9 有 ：207 
レンジ ：67-151半 ：464 
櫂但： 13. 2 無 ：829 

2003年 500 平均 ：122.0 有 ：27 
レンジ ：82-149半：214 
揖偏： 16. 1 無 ：258 

計 3012 平均 ：120. 7 有 ：393 
レンジ ：50-151半：804 
標但 ：12. 9 無 ：1814 

葉型 花色 毛茸色 主茎長(cm) 種子粒形 種皮色 子葉色 蛋白質含量（％） 脂買含量（％） 百粒重(g)

円 ：942 紫 ：564 褐 ：194 平均 ：95. I 球 ：328 黄 ：756 黄 ：977 平均 ：42. 5 平均 ：19. 2 平均 ：18. 5 
長： 70 白：448 白 ：813 レンジ・ 7-277 楕円 ：468 黄白：111 緑： 32 レンジ ：11. 5-59. 4 レンジ ：10. 3-23. 6レンジ ：5. 3-34. 2 

無 ：5 標偏 ：33. 4 他 ：216 他 ：145 他 ：3 標偏 ：2. 75 標偏： 1. 50 標偏： 3. 78 
円 ：1193紫： 644 褐： 232 平均 ：82. 3 球 ：384 黄 ：1059 黄 ：1384平均 ：＿ 平均 ：— 平均 ：18. 4 
長 ：307 白； 856 白： 1267レンジ ：12-197楕円 ；880 焚白：151 緑・ 116 レンジ ：ー レンジ ：ー レンジ 4.9-46. 0 

無 ：I 標偏 ：21. 0 他 ：236 他 ；290 他 ：0 標偏：一 採但；ー 憬偏； 4. 1 
円 ：440 紫： 141 褐 ：30 平均 ：77. 4 球 ：158 黄 ：192 黄 ・258 平均 ：42. 7 平均 ：18. 0 平均 ：20. 7 
長 ：60 白：358 白 ：470 レンジ ：16-121楕円 311 黄白：31 緑・ 242 レンジ ：37. 4-47. 5 レンジ ：14. 1-23.0レンジ 7. 5-42 2 

混 ：1 標偏 ：15. 7 他 ：31 他 ：277 他 ：0 標偏 ：1 60 標偏 ：1. 59 標偏： 5. 53 
円 ：2575紫： 1349褐 ：456 平均 ：85. 8 球 ：870 黄 ：2007 黄 ：2619平均： 42. 6 平均 ：18. 8 平均： 18 8 
長：437 白 ；1662白 ：2550レンジ ：7-277 梢円 ：1659黄白：293緑： 390 レンジ ：11. 5-59. 4 レンジ ：10. 3-23. 6レンジ ：4. 9-46. 0 

混 ；1 無 ：6 標偏： 26. I 他 ：483 他 ；712 他 ：3 憬偏 ：2. 43 標偲 ：1. 63 標但 ：4. 34 

［背景・ねらい］

中国東北部は大豆の起源地の 1つとされており、多様性に富んだ多くの大豆遺伝資源を有している。し

かしながら、吉林省農業科学院大豆研究所が保有する多数の大豆遺伝資源の特性評価については十分な

研究蓄積がない。そこで、これら遺伝資源を有効に活用するため、主要特性の評価によるデータベース

の作製と分子逍伝学的手法による分類 ・評価を行う 。

［成果の概要•特徴］

I. 作成した大豆遺伝資源に関するデータベースは、 200L年~2003年の 3ヶ年にわたり 、吉林省農業科

学院大豆研究所において同一栽培条件下 （畦間 65cm、株間 8cm、1株 1本立）で栽培 した計 3,012点

の大豆品種 ・系統の調査結果で構成される。

2. データベース化された主要形質は、出芽期、開花期、成熟期、伸育性、葉型、花色、毛茸色、主茎

長、種子粒形、種皮色、子葉色、種子蛋白質含量、種子脂質含量、百粒重の l4形質であり 、多くの形

質について多様な変異が認められる（表 ］）。

3. 中国東北部大豆遺伝資源の L94品種に対する 12の DNAマーカーによる分析結果から、中国東北部

の大豆遺伝資源は日本国内の大豆と DNAレベルで大きな差異を示し、かつより遺伝的多様性に富んで

いることが分かる （図 1)。

4. L2のDNAマーカ ーを用いて日中品種計 244点を分類できたので、これを多数の遺伝資源の品種同定

に利用できる。［成果の活用面 ・留意点］

［成果の活用面・留意点］

I. 評価 した大豆遺伝資源は、主に吉林省を中心に黒竜江省、遼寧省など中国東北部原産であるが、一部

その他の地域の育成品種・在来種も含んでいる。

2. 主要大豆形質についてのデータベースは公開に向けて準備中である。
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図 1 12のDNAマーカーの遺伝子型を基にクラスター分析によって得られた日中大豆遺伝資源の類縁関係

［その他］

研究課題：中国における大豆の逍伝資源の特性評価と新品種素材の開発
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